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1. はじめに

現代日本語における漢字は造語能力が高いと言われている。日本語で使用されている文

字体系の中でも特に漠字体系の造語能力の高さを証明するためには，まず漢字が日本語の

中でいかに使用され，どこまで有効であるかを調べてみる必要がある。この点については

造語法，語構成，複合語の生成，仮名表記と漢字表記による違い等，さまざまな方面から

研究が続けられている。その次になされるべき研究としては，個々の漢字についてそれぞ

れの字の働きの「広さ」と「有効性」を調べることである。

2. 研究目的

本研究では，否定陳述型接頭辞と言われる「無・不・未・非」を例にとり，それぞれの

意味を分析することによって，この種の漢字が語頭の位置で造語要素として使われている

時の意味の広さと使われ方を調べることにする。

我々が日常書いたり読んだりするほとんどの文章には必ず漢字が含まれている。表音文

字である仮名に対して，漠字は表意（研究者によっては表語）文字であるという意識が強

いため，漠字は意味を担っていることは誰もが感じている。しかし，字が担っている意味

の広さは必ずしも明確ではない。

現代日本人が書いたり話したりするために用いる漢字の意味を分析した研究のひとつが

1980年に発表されている。この論文（林四郎， 1980)によると，「わたしたちが漢語を使

うときは，用いられる漢字を意味上非常に近いやさしいことばに置き換える用意をもちな

がら使っている」という現象がみられる。たとえば「針葉樹」という語は， 「針のような
き 曰ウジュ

葉の樹」とだれでも意識している。「紆」は「はり」「葉」は「は」 「樹」は「き」という

訓によって意識されるのである。この「はり」や「は」 「き」を林はそれぞれ「屑」「菫」
ジュ

「樹」の基底語と呼んでいる。このような漢字の基底語のあり方を林は次のように類別し

ている。
まえ く1：： うつ

(1) 基底語がはっきり指定できる場合。例「前」「国」「打」

(2) 基底語をずばり 1語指定するのはむずかしいが，多くの人が認知する共通の意味が

あり，語にすればいくつかの語に分けざるを得ない場合。これを基底意味と呼ぶ。例

「態」に対する「さま，ざま，すがた，かたち」，「熟」に対する「よく，じっくり，

つくづく」
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(3) 基底語も基底意味も見出しがた<,まったくはっきりしない場合。例「工夫の「夫J

「厄介」の「介」

漢和字典によると「無」は「ない・なかれ」の訓，そして意味としては「否定の意をあ

らわすことば書」と書いてあるが，それだけでは「不」や「非」との区別がつかない。漢

字の基底語や基底意味は使用されている語や文脈によって異なっている。「無・不・未・

非」は林の分類によると(2)の基底意味しかもたない漢字にあてはまり，ひとつひとつの使

用例をたんねんに分析してはじめて意味が明確になる漢字である。しかし我々が日常使用

する時は，はっきりとした意味を意識せずに漢字を組み合わせ，新しい語を作っていく。

その場合「無不未非」のいずれを用いるか国民の大部分の間でコンセンサスがみられるこ

とは，漢字の基底意味に対する意識がかなり一致しているためとみられる。

3. 方法

本研究の資料となったものは『広辞苑』と国立国語研究所の『電子計算機による新聞の

語彙調査』 (1973)である。この両書に含まれている「無・不・未・非」が語頭につくす

べての語を取り出して分析の対象とした。そのため，厳密には接頭辞とは認められないも

のも多数含まれている。接頭辞とは本来完全な語につけ加えられる意義成分であるが，本

研究では「無・不・未・非」を取りのぞいた部分が完全な語として独立用法がなくとも分

析対象とすることにした。そのため，以下では「無・不・未・非」を造語要素と呼ぶこと

にする。

「無」は川崎，「不」はサトー，「未・非」はロンギが担当したが，それぞれ別の『広辞苑』

を用いたため，「無」の用例は第1版，「不・未・非」は第2版の『広辞苑』に見出し語と

して収録されているものとなった。

『広辞苑』から書き出した語は「無」 508例，「不」 389例，「未」 52例，「非」 80例で，

『電子計算機による新聞の語彙調査からは「無」 420例，「不」 146例，「未」 146例，「非」

158例であった。このうち次の5種類については以下のことを考慮した。 a)現代日本語で

は用いられない仏教用語はのぞく。 b)「無器用・不器用」，「無気味・不気味」等，「無」

と「不」を共用しているものは辞書の説明によりいずれか一方に決定し， 1語として集計。

c)「無理」「無理圧状」「無理酒」「無理押し」「無理算段」は『広辞苑』では別の見出し

語となっているが， 「無理圧状」以下は「無理」の応用として認め，「無理」 1語のみを

分析。d)『広辞苑』と『電子計算機による新聞の語彙調査』に共通して得られた語は 1語

として集計。 e)固有名詞および当て字はのぞく。最終的に分析の対象となった語は「無」

が403例，「不」が399例。「未」が82例，「非」が116例，合計1000語である。

このようにして得られた1000語にその代表的な意味を「非凡」→「平凡でないこと」，

「不戦」→「戦かわぬこと」，「未定」→「まだ定まらぬこと」のような連語形式で書き出

した。その際，「無意識」を「意識のないこと」とするか「意識しないこと」とするか

「不安」を「安らかでないこと」とするか「安心できないこと」とするか等さまざまな問

題が生じた。そのような場合は分折者3名が協議し，『広辞苑』の第1語義をもとに他の

国語辞書や漢和字典を参考にして意味を決定した。
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4. 結果

造語要素の意味 分析の対象となった語から造語要素をのぞいた部分を相手要素と呼ぶ

ことにする。この相手要素は連語形式の中で大きく 3品詞に分類される（＊）。この 3品詞に

そって造語要素「無・不・未・非」の意味を書き出して得られた意味の型をまとめたもの

が表1である。

連語形式の中で最も多くあらわれるものは名詞である。計1000例の半数以上の542例

が意味的に名詞を含んだものである。これらの名詞はさらに造語要素の意味によって10

の型に分類できる。 10の型の中で最も用例が多かったものは「無影」→「影のないこと」

「無紋」→「紋のないこと」等，「Nガナイコト」で，それは「無」がつく語に集中し

ている。次に多いのは「Nガ (Vシ）ナイコト」である。これは「無党」→「どの党にも

鼠合ないこと」，「不精」→「精を臼さないこと」，「非関税」→「関税がふふらないこと」

のように，否定される動詞が表面上あらわれないものである。次に多いのは「Nガ悪イコ

ト」で，美的観点から判断した悪さと，道徳的観点から判断した悪さなどを含んでいる。

「不恰好」は前者の例で，「無行義」は後者の例である。その他の型では「Nデナイコト」

の例が「無生物」，「不得策」，「未成年」，「非現実」等46例， 「N二反スルコト」の例

が「不徳」，「不法」，「非道」等23例が目につく。

連語形式の中の動詞が否定される型に属する例は 308例，全体の 31％である。動詞類

もさらに否定の意味によって8つの型に下位分類される。その中で「Vシナイコト」とい

う動詞の単純な否定が3分の 2以上を占める。造語要素別にみると，「未」の全用例82語

のうち，動詞類には 72語，その中の「Vシナイコト」の型には「未決」，「未済」，「未

遂」等45例が集中している。また「不」の例も多く「不連続」，「不惑」，「不覆行」等，

「不」の全用例の 32%がこの型に属している。この型は名詞類の「Nガナイコト」に次

いで多くの用例がみられた型である。動詞類ではその他に「(Nり Vシナイコト」がす

べての造語要素にみられる。この型では否定されるのは動詞であるが，ある特定の補語が

決まっており， しかも省略されているところが「Nガ (Vシ）ナイコト」の型と異なると

......... 
ころである。「無装荷」は「電信用のケープルに装荷しないこと」，「不入り」は「玉客が．．．． 
はいらないこと」，「非保有国」は「核兵器を保有しない国」，「未明」は「夜が明けないこ

と」のようにかくれた補語が存在する。補語でなく，連用修飾語がかくされている例が3... 
例，「不」のみにみられる。それは「不起」→「再び起きないこと」，「不休」→「少しも

休まないこと」，「不朽」→「いつまでも朽ちないこと」の 3例である。また，連用修飾語で

はあるが「ヨクVシナイコト」に限定されているため別の型とした例が7例ある。いずれ

も「不」のみであるが，「不吟味」，「不金議」，「不詮索」，「不動」等である。動詞類に属

する残りの 4型は動詞のアスペクトや態に関係するものである。最も多い「Vレサレテイ

ナイコト」は 24例あるが，すべての造語要素にみられる。「無制約者」，「不整頓」，「未組

＊この品詞はもとの形の品詞とは異なる場合がある。たとえば「不善」は「善」も「不善」もそれ自
体は名詞であるが，分析された連語形式では「よくないこと」すなわち形容詞になる。
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表 1 造語要素の意味

相手要素の品詞類と造 造 語 要 素

語要素の意味＊ 無 I 不 1 未 1 非

計

Nガナイコト 257 I 31 I 3 I 12 I 303 
Nガ悪イコト 101 421 I 3 

名 I Nガ少ナイコト 2 4 1 5: 

Nガ変ッテイルコト 2 I 2 

Nガ十分デナイコト 4 I 1 I I 5 
Nガイラナイコト 8 I I I I 8 
Nヲ失スルコト 2 I I I 2 

詞 I
N二反スルコト 2 I 13 I I s I 23 
Nデナイコト 3 I 7 I I 36 I 46 
二

Nガ CVシ）ナイコト 57 I 23 I 4 I 7 I 91 

類 I ヲ

N の小計 339 I 126 I s I 69 I 542 
84%1 32%1 10%1 59% 

し今

Vシナイコト 29 I 127 I 45 I 15 I 216 
ヨク Vシナイコト 7 

動 I Vサレテイナイコト 1 1 :1 18 1 41 2: 
Vシタコトガナイコト 1 I 2 I 5 I I 8 
Vシキレナイコト 3 I I I I 3 
Vデキナイコト 12 I I 1 I 3 

詞 I
二

(Nガ）動シナイコト 5 I 24 I 4 I 1 I 34 
ヲ

(Adv.) Vシナイコト 3 I I I 3 

総計
403 I 399 I 82 I 116 I 1000 

100%1 100%1 100%1 100% 

＊N-名詞， V-動詞， A-形容詞・形容動詞， Advー副詞．
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織」，「非公認」等は「誰カガ何カヲ Vス）レ」という形を否定して受動態にした「Vサレテ

イナイコト（モノ）」という意味である。例数は少ないが，「不抜」，「不測」，「非望」等

「Vデキナイコト」が13例「無敗」，「不軍」，「未聞」等「Vシタコトガナイコト」が「不」

8例，「無算」，「無量」，「無数」の「Vシキレナイコト」が3例みられる。

形容詞・形容動詞・副詞類に属する例は合計 106例みられるが，そのうちの 79例は

「不」である。「Aセズ CVスル）コト」の例1例「不眸」→「緯み憚からずにいうこと」

をのぞくと残りは「Aデナイコト」という連語形式になる。「無器用」，「無綺麗」，「不可

能」，「不自由」，「不公平」，「未詳」「非凡」等，形容動詞の語幹が相手要素となっている

ことが多い。

最後の型は品詞が二つ以上あらわれている場合である。「無何有」→「何か有らん」，

「不世出」→「世に出ないこと」，「不寝番」→「寝ないで番をすること」，「不越年卵」→

「年を越さないで孵化する卵」等，その連語形式はかなり複雑である。

「その他」に含まれているものは，これまでの分類のどれにも当てはまらないものであ

る。新聞の用語も分析の対象となっているため，「無現」の例があらわれるが，これは選

挙の時に使われる「無所属・現職」の略である。「不物好」は「人が好まないような変っ

たものを好むこと」，「非難」は「非として難ずること」等，分類不可能だったものは合計

28例ある。

相手要素の省略 「無害」の連語形式は「害のないこと」，「不人気」は「人気のないこ

と」，「非形」は「形が変っていること」である。いずれも連語形式の中の名詞は相手要素

をそのまま用いたものである。言いかえると，相手要素は語として完全な形で「無・不・

未・非」と結合している。一方，「無住」とは「住職のいないこと」，「不愛」は「愛相の

ないこと」，「無季」は「季語がないこと」，「非識」は「現識ではないこと」のように，相

手要素だけでは連語形式が書き出せない例もある。相手要素に何かを加えた上で完全な語

となる場合である。

表2は1000例を相手要素が連語形式の中で語として完全なものであるかどうかを基準

にして分類したものである。

「無能」→「能力がないこと」，「無要」→「必要でないこと」，「不貞」→「貞操を守ら

ないこと」，「未婚」→「まだ結婚していないこと」，「無職」→「職業のないこと」などに

おける漢字1字の相手要素は単独で用いられることはほとんどなく，また語義を説明する

ためにも「能＝能力のこと」「要＝必要であること」，「貞＝貞操（節）のこと」「婚＝結婚

のこと」，「職＝職業のこと」に言いかえられるものである。

相手要素が漠字1字であり， しかも語として完全なものであっても，連語形式となった

場合には不完全なものになる例もある。 「無私」は「私がいないこと」ではなく，「私心

のないこと」であるから，連語形式の名詞としては不完全である。同様に「不作」は「作

らないこと」でなく「作柄が悪いこと」である。このような例は「無線」，「無高」，「無畜」，

「不道」，「不類」，「非家」，「未配」等「無・不・未・非」それぞれの例に見られる。さら

に「不規則」→「規則的でないこと」，「不日」→「日[}を書かぬこと」，「不成文」→「成

文化していないこと」，「不敵」→「敵対できないこと」なども相手要素に省略があり，不
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表2 相手要素の省略

相手要素の品詞と造語
相手要素がことばとして完全であるか不完全であるか

完全（例不景気） I 不完全（例無口） ． 

要 示宇 の 畜、Cヽ 味
無 I不 1未 1非 1無 I不 l未 1非

Nガナイコト 177 21 8 80 10 3 4 1 

Nガ悪イコト 10 35 3 7 

名
Nガ少ナイコト 1 1 2 3 

Nガ変ッテイルコト 2 

Nガ十分デナイコト 4 1 

Nガイラナイコト 5 3 

詞 Nヲ失ス）レコト 1 1 

N二反スルコト 10 4 2 3 4 

Nデナイコト 1 7 26 2 10 

類 二
Nガ (Vシ）ナイコト 40 16 3 5 17 7 1 2 
ヲ

N の小計 2331 951 31 491 1061 31 I 51 20 

Vシナイコト 24 110 35 14 5 17 10 1 

ヨクVシナイコト 7 
動 Vサレテイナイコト 1 1 11 4 7 

Vシタコトガナイコト 1 2 4 1 

Vシキレナイコト 3 

詞 Vデキナイコト 10 1 2 

二

(Nガヲ） Vシナイコト 5 22 3 1 2 1 

類 (Adv.) Vシナイコト 3 

V の小計 341 1531 531 20 | 5 | 21 I 19 I 1 
形 Aデナイコト 6 61 1 16 2 17 2 

冒
Adv．セズ(Vスル）コト 1 1 2 

A類の小計 6 61 1 16 2 18 2 

NV.VN.ANデナイ 1 11 1 1 1 1 
コト

.、） 
その他 15 5 7 1 

総 計 I 2891 327 | 58 93 I 114i ' | 72 24 23 
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完全であるとみなした。

表2に示されている通り， 1000例中233例の相手要素が不完全である。この数字に補語，

動詞または連用修飾語がかくされている「NガCVシ）ナイコト」，「（Nり Vシナイコト」

「(Adv.)Vシナイコト」，「Adv.セズ (Vスル）コト」の例数を加えると合計352例，全

体の 3分の 1が以上が何らかの形で省略がみられることを意味している。

造語要素別でみると，「未」に最も高い割合 (29%）で不完全な相手要素がみられ，そ

れに「無」，「不」が続き，「非」は最も低い 19％である。しかし相手要素の品詞別でみる

と名詞類が最も省略されやすく， 30％が不完全である。形容詞・形容動詞・副詞類が21

％，動詞類が15％で，動詞が省略される率は名詞の半分である。換言すると，漠字表記さ

れた動詞はそのままの形で相手要素になりやすいということになる。

結合してできた語の形式 結合してできた語の意味のかかり方によって， 1000の用例

はふたつに分類できる。

a) 造語要素が相手要素全体を否定する場合。

造漢（造＝造語要素，漠＝相手要素の漠字 1字またはかな表記語 1語）

本研究で分析の対象となった語の半数弱 (48%）は「無・不・未・非」と漠字 1字と

の結合である。 2字漢語の場合は造語要素の否定は当然相手要素の語全体にかかるが， 3 

字漠語の例でも， 「無免許」→「免許のないこと」，「不介入」→「介入しないこと」，「不

確定」→「確定しないこと」，「非素数」→「素数でないこと」のように同じ形式をもって

いることもある。また，「無」と「未」にはその用例がないが，「不」と「非」にみられる

形式として4字漠語の例がある。「非（論理的）」，「非（人道的）」，「非（衛生的）」，「非（政

治的）」等である。しかし，「非人間性」は「非（人間性）」または「（非人間）性」，「非

衛星化」は「非（衛生化）」または「（非衛星）化」，「不乾油性」は「不（乾油性）」または

「（不乾油）性」のいずれも考えられるので， a)の形式か次に述べる b)の形式か曖昧で

ある。

b) 造語要素が相手要素の 1部分しか否定しない場合

造漢漠 この形式は aの形式が前部分となってさらに結合したものであり，合計 129

ニ―― 例みられる。「（無期）刑」，「（不銹）鋼」，「（不寝）番」，「（未決）囚，」「（非戦）
論」等がその例である。この形式には 4字漢語や 5字漠語もみられ，形式は複雑になって

いく。例：「〔不（退居）〕罪」，「〔（不整）斎〕花」，「（不知） （案内）」，「〔無（宇宙）〕論」，

「（無権） （代理）」，「〔未（経験）〕者」，「〔無（軌条）〕（電車）」，「〔（無塩）食〕（療法）」。

a)の形式に属する用例では造語要素「無・不・未・非」の影署は相手要素全体におよ

ぶが， b)の形式では一部分しか否定されないことが両者の大きな違いである。しかも，

b)の前部分（「無期刑」の「無期」，「不銹鋼」の「不銹」，「不寝番」の「不寝」等）は

a)の用例にくらべて，格助詞をともなって独立用法をとることが少ない。 b)の前部分

はそれだけででは独立せず，造語要素との結びつきは a)より弱いように思われる。

5. 考察

結果をふまえ，相手要素の品詞，相不要素の省略，意味の派生について考察する。
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相手要索の品詞をみてみると，「無」が結合する相手要素は 84%が名詞である。そして

その名詞類の中でも 76％が「Nガナイコト」という意味で使われている。動詞類は全体

の1割であり，「Vシナイコト」に集中している。このため，このふたつの型と「N;(V 

シ）ナイコト」の合わせて 3型で「無」の全用例の 83％を占めている。残りの 17％は他

の12型に分散している。その結果，「無」は名詞性の相手要素と結合しやすく特に「Nガ

ナイコト」という意味では造語能力が大きいことがうかがえる。しかしその反面，他の品

詞と結びついた新しい意味を付加する能力は「不」や「末」に比校して制約されていると

忌われる。

「不」は「無」や［未」に比べると名詞類，動詞類，形容詞・形容動詞・副詞類のいずれ

とも平均的に結合している。名詞類では「Nガ悪イコト」，「Nガナイコト」，「Nパ(Vシ）.,. 
ナイコト」の型が目立っている。動詞類は名詞類より例が多いがその 72％は「Vシナイ

コト」に集中している。また形容詞類の用例が多いことは「不」（全体の 20%）と「非J

（同 16%)の特徴である（「無」と「未」はそれぞれ2％と 1％）。

「未」は圧倒的に動詞類が相手要素となっている。「マダVシナイコト」，「マダVサレテ

イナイコト」の 2型で全体の 77％をカバーしている。名詞類が相手要素となる用例は 3

型，動詞類は4製，それぞれ1例のみの「Aデナイコト」と「NVシナイコト」の計9型

にしか「未」は使われていない。

図1 相手要素の品詞類の割合
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「非」は 60％近くが名詞類を相手要素としている。「非」は通常「～ニアラズ」と読ま

れる通り，「Nデナイコト」，そして名詞ではないが，「Aデナイコト」が最も多い。「非」

は「不」に続いて平均的にいろいろな品詞を相手要素としてとる造語要素である。

以上の相手要素の品詞類を図式化し，「無・不・未・非」のそれぞれの特徴を示したも

のが図 1である。

造語要素「無・不・未・非」の結合相手となる語の品詞に関しては野村雅昭 (1973)

も分析をおこなっている。野村は「造語要素＋ 2字漠語」のみを扱い用例も最低25例

（「未」）から最高96例（「不」）と比較的少ないことから，本研究の結果とは若干の差がみ

られる。 「不・未・非」においては本研究と似たような傾向がみられるが，「無」は野村

の報告によると名詞が52％動詞類48%とその相手要素がほぼ 2分している。おそらくそ

の差は意味の認定にも一因があると思われる。本研究では『広辞苑』の語義により「無意

識」」→「意識のないこと」，「無関係」→「関係のないこと」すなわち名詞類と認めたの

であるが，野村の研究ではサ変漢語動詞となるものは動詞類に分類されている。

第2の点は省略の問題である。相手要索のさまざまな部分が省略されているため，漠字

の字義を知っているだけでは「無・不・未・非」と結合してできた語の正しい意味は理解

できない。たとえば「軍」には「いくさ」という訓がある。しかし「示箪」は「戦争がない

こと」，「戦争をしないこと」という意味ではなく，「戦争の経験がない」ことである。また

「非交戦者」は「交戦しないもの」には違いないが，銃後を守る一般市民ではなく，「戦地

にいるが，戦闘に従わないもの」である。言語主体が，自分の理解語彙にはいっていない

新しい結合形式に接した時， 日本人であれば nativeintuitionや類推によって大体の意味

を理解することができるが，外国人にとっては日本語学習の大きな障害になっていると思

われる。

第3の点は意味の派生である。「無価」はそのまま「価値のないこと」であるが，そこ

から意味が派生して「価値をもって論じられないほど貴重なこと」すなわち「高価なこ

と」が実質的な意味である。 「無量」も同様に「はかることができない」から「はかりし

れないほど多いこと」すなわち「多量」となる。須山名保子は 1974年の論文である種の

「無」と「不」には「一種の肯定的形容表現がみられる」と述べているが，これらの例も

実質的な肯定と考えられる。しかし派生の仕方は一定ではない。 「無下」→「それより下

はないこと」→「なんとも言いようのないこと」，「無始」→「その始まりのないこと」→

「限りなく遠い過去」，「無二」→「二つとないこと」→「最もすぐれていること」，「不肖」

「似ていないこと」→「父に似ないで愚かなこと」，等，「無」がつく用例では 24例，「不」

では12例，「未」と「非」はそれぞれ2例づつに意味の派生がみられた。全体としてはそ

れほど多くはないが，日本語学習者には困難に感じられる用法である。

6. まとめ

本研究をおこなうにあたり，方法上で最も大きな問題となったのは用例の意味や構造を

分類する時の連語形式をいかに認定するかということであった。相手要素の意味に関して

は，現在われわれがもっている基底意味に書きかえたのだが，その場合ひとつの意味に限
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定するのが困難であった。分析者3名で協議したのは個人の主観的な判断を避けるためで

あったが，それでもなお多くの疑問点が残った。また，相手要素の品詞の決定に関しては

「無届」は「届け出ないこと」なのか「届け出のないこと」とみるべきなのか，記述次第

では動詞にも名詞にもなる。このような問題は辞書の記述と用例を参考にし，それでも決

定できないときは直観によって判断せざるを得なかった。

以上のような問題はあるが，本研究を通じて次のようなことが明らかになった。第 1に

「無・不・未・非」は結合する相手によって「Nガナイコト」「Vシナイコト」という基本

的な意味の他に「少ナイコト」，「悪イコト」，「Aデナイコト」等いろいろな意味で使用さ

れることである。第2に，各造語要素はどのような意味でどんな相手と結合するかという

割合も明らかになった。しかし，その語全体の意味を決定するためには，相手要素の由

来，慣用的用法等さまざまなことを考慮しなければならない。

われわれは日常「無・不・未・非」をいろいろな語につけて使っている。最近急造して

いる外来語にも「無シード」，「非ファッショナブル」のように使用される。その際どの語に

どんな意味でどの造語要素をつけるかは nativeintuitionによるものだと思われる。本研

究では相手要素については品詞だけを取り上げたか「数に関する語だから少ない」とか

「価値判断に関する語だから悪い」という意味になる等，相手要素の語の種類も造語要素

の意味に影瞥を与えていると思われる。今後はこのような面も分析すれば漢字がもってい

る基底意味が一層うきぽりにされるであろう。

資料：『広辞苑』岩波書店，第 1および第2版。

『電子計算機による新聞の語彙調査』国立国語研究所，秀英出版1973.
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